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（百万円未満切捨て）  

１．平成 20 年３月期第１四半期の連結業績（平成 19 年４月１日 ～ 平成 19 年６月 30 日） 
(1) 連結経営成績                            （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期）純利益

百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

20 年３月期第１四半期 7,797   15.0 227   －     187    －     △84    －

19年３月期第１四半期 6,781    4.1 △19   －    △52    －     △62    －

19 年３月期 29,361 661 541 71 

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

円    銭 円    銭

20 年３月期第１四半期 △3    45 －  － 

19 年３月期第１四半期 △2    53 －  － 

19 年３月期 2  93 －  － 

（注）潜在株式調整後 1株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しており 
ません。 

 
(2) 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円    銭

20 年３月期第１四半期 21,022 4,458 20.6       176    52

19 年３月期第１四半期 19,999 4,495 22.0       182    85

19 年３月期 20,982 4,600 21.4       182    60

 
２．その他 
  
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う

特定子会社の異動） 
： 無 

(2) 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
(3) 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

 
［（注）詳細は，２ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．その他をご覧ください。］ 
 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明，その他特記事項 
業績予想につきましては、平成 19 年５月 18 日発表の業績予想に変更はありません。 

  本資料の発表日現在の入手可能な情報に基づいており、実際の業績は今後様々な要因によって予想数

値と異なる可能性があります。 
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

  当第１四半期の我が国経済は、企業収益の好調を背景とした設備投資の増加や、雇用情勢の改善によ  

り、景気は穏やかな拡大基調を持続したものの、個人消費においては伸び悩みが続く状況となりました。 

  このような状況の中で当社グループの売上高は、販売数量は前年同四半期並みだったものの、法規制

に対応した鍍金仕様変更によるコストアップ分を売価に転嫁し、連結売上高は 7,797 百万円と前年同四

半期に比べ 15.0％の増収となりました。また、利益面では諸資材の価格上昇の減益要因に対し、社内合

理化等経営効率の改善を図り、営業利益は 227 百万円、経常利益は 187 百万円となりましたが、特別損

失に納期遅延に対するクレーム補償費 246 百万円を計上し、四半期純損失は 84 百万円となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

  当第１四半期末における総資産は 21,022 百万円となり前連結会計年度末に比べ 39 百万円の増加とな

りました。この主な要因は、流動資産が 85 百万円増加し、固定資産が 45 百万円減少したことによりま

す。 

  負債は 16,564 百万円となり前連結会計年度末に比べ 181 百万円増加となりました。この主な要因は、

流動負債が 290 百万円増加し、固定負債が 109 百万円減少したことによります。 

  純資産は4,458百万円となり前連結会計年度末に比べ141百万円減少となりました。この主な要因は、

利益剰余金が 158 百万円減少したことによります。 

 

３．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

  該当事項はありません。 

 

(2) 会計処理の方法における簡便な方法の採用 

  法人税等の計上基準は法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。 

  その他金額が僅少なものにつき、一部簡便な手続きを採用しております。 

 

(3) 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更 

  該当事項はありません。 
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４．（要約）四半期連結財務諸表 

(1) （要約）四半期連結貸借対照表 

 当第１四半期末 

（平成 19 年６月 30 日）

前連結会計年度末 

（平成 19 年３月 31 日）

増減 

（△印減） 

前第１四半期末 

（平成18年６月30日）

区分 金額 

（百万円） 

構成比

（％）

金額 

（百万円）

構成比 

（％） 

金額 

（百万円） 
金  額 

構成比

（％）

（資産の部）   

Ⅰ  流動資産 13,792 65.6 13,706 65.3 85 12,504 62.5

Ⅱ  固定資産 7,229 34.4 7,275 34.7 △45 7,495 37.5

資産合計 21,022 100.0 20,982 100.0 39 19,999 100.0

（負債の部）   

Ⅰ  流動負債 12,842 61.1 12,551 59.8 290 11,750 58.8

Ⅱ  固定負債 3,722 17.7 3,831 18.3 △109 3,753 18.8

負債合計 16,564 78.8 16,382 78.1 181 15,503 77.5

（純資産の部）   

Ⅰ  株主資本 3,898 18.5 4,057 19.3 △159 3,926 19.6

Ⅱ  評価・換算差額等 437 2.1 428 2.0 9 469 2.3

Ⅲ  少数株主持分 121 0.6 113 0.5 7 99 0.5

純資産合計 4,458 21.2 4,600 21.9 △141 4,495 22.5

負債及び純資産合計 21,022 100.0 20,982 100.0 39 19,999 100.0

（注）増減は当第１四半期末と前連結会計年度末との比較で表示しております。 

 

(2) （要約）四半期連結損益計算書 

 
当第１四半期 

（自 平成 19 年４月１日 

至 平成 19 年６月 30 日）

前第１四半期 

（自 平成 18 年４月１日

  至 平成18年６月30日）

増減 

（△印減） 

前連結会計年度 

（自 平成 18年４月１日

至 平成 19年３月 31日）

区分 金額 

（百万円） 

百分比

（％）

金額 

（百万円）

百分比 

（％） 

金額 

（百万円） 

金額 

（百万円）

百分比

（％）

Ⅰ 売上高 7,797 100.0 6,781 100.0 1,016 29,361 100.0

Ⅱ 売上原価 6,483 83.1 5,849 86.3 634 24,673 84.0

 売上総利益 1,314 16.9 931 13.7 382 4,688 16.0

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,086 13.9 950 14.0 135 4,026 13.7

営業利益 

（又は営業損失） 
227 2.9 △19 △0.3 246 661 2.3

Ⅳ 営業外収益 39 0.5 27 0.4 11 179 0.6

Ⅴ 営業外費用 79 1.0 60 0.9 19 300 1.0

経常利益 

（又は経常損失） 
187 2.4 △52 △0.8 239 541 1.8

Ⅵ 特別利益 0 0.0 － － 0 15 0.1

Ⅶ 特別損失 246 3.2 6 0.1 239 328 1.1

税金等調整前四半期 

（当期）純利益 

（又は税金等調整前 

四半期（当期）純損失

△58 △0.8 △58 △0.9 0 228 0.8

税金費用 18 0.2 6 0.1 11 136 0.5

少数株主損益 7 0.1 △2 △0.0 10 20 0.1

四半期（当期）純利益

（又は四半期（当期） 

純損失） 
△84 △1.1 △62 △0.9 △22 71 0.2

（注）増減は当第１四半期と前第１四半期との比較で表示しております。 
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